
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1011 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅱ 2 第２学年 
VISTA Logic and ExpressionⅡ / 

VISTA 論理・表現Ⅱサブノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

論理・表現Ⅱは「話すこと（やりとり）」、「話すこと（発表）」、「書くこと」の３つの領域の力をつけ

る授業です。日常的な話題について情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して書き、話せるよ

うになるよう学習していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

話すこと 
（やり取り） 

話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・日常的な話題について、使用する語句

や文、対話の展開などにおいて、多くの

支援を活用すれば、基本的な語句や文を

用いて、情報や考え、気持ちなどを伝え

合ったり、やり取りを通して必要な情報

を得たりすることができるようになる。 

・日常的な話題や社会的な話題につい

て、使用する語句や文、対話の展開など

において、多くの支援を活用すれば、デ

ィベートやディスカッションなどの活

動を通して、聞いたり読んだりしたこと

を活用しながら、基本的な語句や文を用

いて、意見や主張などを論理の構成や展

開を工夫して伝え合うことができるよ

うになる。 

 

・日常的な話題について、使用する語句

や文、事前の準備などにおいて、多くの

支援を活用すれば、基本的な語句や文を

用いて、情報や考え、気持ちなどを論理

の構成や展開を工夫して話して伝える

ことができるようになる。 

・日常的な話題について、使用する語句

や文、事前の準備などにおいて、多くの

支援を活用すれば、スピーチやプレゼン

テーションなどの活動を通して、聞いた

り読んだりしたことを活用しながら、基

本的な語句や文を用いて、意見や 

主張などを論理の構成や展開を工夫し

て話して伝えることができるようにな

る。 

 

・日常的な話題について、使用する語句

や文、事前の準備などにおいて、多くの

支援を活用すれば、基本的な語句や文を

用いて、情報や考え、気持ちなどを論理

の構成や展開を工夫して文章を書いて

伝えることができるようにする。 

・日省的な話題や社会的な話題につい

て、使用する語句や文、事前の準備など

において、多くの支援を活用すれば、聞

いたり読んだりしたことを活用しなが

ら、基本的な語句や文を用いて、意見や

主張などを論理の構成や展開を工夫し

て文章に書いて伝えることができるよ

うにする。 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

以下の項目を基礎として実際のコミュ

ニケーションにおいて活用できる知識・

技能を身に付けている。 

・「共感を示す」表現の意味や働きへの

理解 

・相手の発言を促す質問やそれに答え

る表現などを用いて円滑に意見を交換

する技能 

・「発表の始めと終わり」の表現などを

用いて、自分の考えや気持ち、情報など

を論理的に各技能 

・「聴衆を引き付ける」表現の意味や働

きへの理解 

 

以下の項目を基礎として場面、目的、状

況等に応じた幅広い話題について、外国

語で的確に理解したり適切に伝え合っ

たりしている。 

・基本的な語句や文を用いて、自分の考

えや気持ち、情報などを論理的に書くこ

と 

・書いてまとめた文を基に、自分の考え

や気持ち、情報などを発表し伝えること 

・基本的な語句や文を用いて、自分の考

えや気持ち、情報などを話して伝えた

り、相手からの質問に答えていること 

以下の項目を基礎として言語やその背

景にある文化に対する関心を持って、自

律的、主体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとしている。 

・基本的な語句や文を用いて、主体的に

自分の考えや気持ち、情報などを論理的

に書くこと 

・書いてまとめた文を基に、主体的に、

自分の考えや気持ち、情報などを発表し

伝えること 

・基本的な語句や文を用いて、主体的に

自分の考えや気持ち、情報などを話して

伝えたり、相手からの質問に答えようと

していること 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 

学 

期 

Lesson1 

“World Dance 

Performances” 

話すこと 

(やり取り） 

a:相槌を打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円滑

にするための言語の働きを理解している。 

b:世界の伝統舞踊について簡単な語句や文について伝え合っている。 

c:世界の伝統舞踊ついて、聞き手、話し手に配慮しながら主体的に英

語を用いて伝え合おうとする。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a:want ～ to do・how to do を用いた文に関する英語の特徴や決ま

りを理解している。 

b:世界の伝統舞踊について簡単な語句や文を用いて話している。 

c:世界の伝統舞踊について聞き手に配慮しながら簡単な語句や文を

用いて話そうとしている。 

定期考査 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a:世界の伝統舞踊について簡単な語句や文を用いて書いている。 

b: want ～ to do・how to do の使い方を理解している。 

c:世界の伝統舞踊について、簡単な語句や文を用いて読み手に配慮し

ながら書こうとしている。 

定期考査 

中間考査 

Lesson2 

“A piece of 

Cake” 

話すこと 

(やり取り） 

a:相槌を打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円滑

にするための言語の働きを理解している。 

b:慣用句について簡単な語句や文について伝え合っている。 

c:慣用句について、聞き手、話し手に配慮しながら主体的に英語を用

いて伝え合おうとする。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a:疑問詞や if を用いた文に関する英語の特徴や決まりを理解してい

る。 

b:慣用句について簡単な語句や文を用いて話している。 

c:慣用句について聞き手に配慮しながら簡単な語句や文を用いて話

そうとしている。 

定期考査 

書くこと 

a:慣用句について簡単な語句や文を用いて書いている。 

b: 疑問詞や if の使い方を理解している。 

c:慣用句について、簡単な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書

こうとしている。 

定期考査 

期末考査 

２ 

学 

期 

Lesson3 

“Quokka” 

話すこと 

(やり取り） 

a:相槌を打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円滑

にするための言語の働きを理解している。 

b:オーストラリアに生息するクオッカについて簡単な語句や文につ

いて伝え合っている。 

c: オーストラリアに生息するクオッカについて、聞き手、話し手に配

慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとする。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a:使役動詞・知覚動詞を用いた文に関する英語の特徴や決まりを理解

している。 

b: オーストラリアに生息するクオッカについて簡単な語句や文を用

いて話している。 

c: オーストラリアに生息するクオッカについて聞き手に配慮しなが

ら簡単な語句や文を用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: オーストラリアに生息するクオッカについて簡単な語句や文を用

いて書いている。 

b:使役動詞・知覚動詞の使い方を理解している。 

c: オーストラリアに生息するクオッカについて、簡単な語句や文を

用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

中間考査 

Lesson4 

“Designing 

Stamps!” 

話すこと 

(やり取り） 

a:相槌を打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円滑

にするための言語の働きを理解している。 

b:切手デザイナーの仕事について簡単な語句や文について伝え合っ

ている。 

c:切手デザイナーについて、聞き手、話し手に配慮しながら主体的に

英語を用いて伝え合おうとする。 

スピーキング 

テスト 



※令和４年度以降入学生用 

話すこと 

(発表) 

a:形式主語 it・形式目的語 it を用いた文に関する英語の特徴や決まり

を理解している。 

b:切手デザイナーについて簡単な語句や文を用いて話している。 

c:切手デザイナーについて聞き手に配慮しながら簡単な語句や文を

用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a:切手デザイナーについて簡単な語句や文を用いて書いている。 

b: 形式主語 it・形式目的語 it の使い方を理解している。 

c:切手デザイナーについて、簡単な語句や文を用いて読み手に配慮し

ながら書こうとしている。 

定期考査 

期末考査 

３ 

学 

期 

Lesson5 

“Mont-Saint-

Michel” 

話すこと 

(やり取り） 

a:相槌を打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円滑

にするための言語の働きを理解している。 

b:世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史について簡単な語句や文

について伝え合っている。 

c: 世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史について、聞き手、話し

手に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとする。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a:現在完了進行形・過去完了形・過去完了進行形を用いた文に関する

英語の特徴や決まりを理解している。 

b: 世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史について簡単な語句や文

を用いて話している。 

c: 世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史について聞き手に配慮し

ながら簡単な語句や文を用いて話そうとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史ついて簡単な語句や文を

用いて書いている。 

b:現現在完了進行形・過去完了形・過去完了進行形の使い方を理解し

ている。 

c: 世界遺産「モン・サン・ミシェル」の歴史について、簡単な語句や

文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


